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一 緒 言

〔1)仲田氏 ハ健 康人 二 肝油15耗 宛1日3回 持績

振 取 セ シムル ニ、蓄積作 用 一ヨ リ、血液 「アチ

ドー ゼ」ヲ誘引 スルー 至 ル コ トラ 實験謹明 シ、

之 ラHypervitaminose(A.D)二 因 ルモ ノナ ラ

ン ト報告 セ リ。

余等 ノ實施 セル肝油 「トマ ト」汁療法 ハ肝油15

瓦 テ 「トマ ト」汁90瓦 中 一 浮游 セシメ、侮 食直

後 内用 セ シメタルニ ヨリ.ソ ノ肝油 用量1日45

瓦 二及 ペ リ。斯 如 キ多量 ノ肝油 ガ「アチ ドー ゼ」

ラ招來 スルコ トナキヤラ慮 リ、 本法経過 中二於

ケル 血漿 「アルカ リ,レ ザー ブ」ノ清長拉 二尿

PH二 就 テ検査 シ、 左記 ノ成績 テ得 タ リ。

二 實駿方法

早朝空腹時10%修 酸 加里溶液 一テ 内壁 ラi熱セ

ル「ツベ ル クリン」注射器 ラ用 ヒテ、 血液2琵 テ

探取 シ、之 ラ直 チニ 「スピ,ツ 、 グラス」 ノ流動

「パ ラフfン 」下 二移 シ、遠 心沈澱 セルモ オテ25

度 恒温装 置中二 放置 シ、30分 後血漿 二就 テ、

「アルカ リ、レザー プ」テ測定 セリ。即 チ始 メ該血

漿0.3耗 ラ トリ血漿PHテ,次 デ三千分!一 定

規盤酸、 千分 ノー定規盟酸及五百分 ノー定規盟

酸各 々1.25耗 二夫 々血漿0.25耗 テ混 ジ、其等

ノPHラ 「ヒ ンヒ ドロ ン」法 ニ ヨリ測 定 セルモb

本 報 告二於 テハ五百分 ノー定規盛酸 ト血漿 トノ

混合液 ノPHノ ミテ掲 ゲ、 ソvニ ヨリ、血清酸

中和能 テ比較 セ リ。

尿 ハ探血 直前 ノ12早 朝尿 二就 テ、 ソ ノPHテ 検

セ リ。

三 實 験

先 ヅ封 照 トシテ健康者 二就 テ検査 シタルニ、第

1表 二示 スガ如 ク、肝油 「トマ ト」汁療 法開始前

略 ㌃一定 ノ混 合食 テ投與 シ早朝室腹時探 血 ス レ

バ血漿PHハ1週 間 一 亙 リ 日々連績測 定 セル

モ、各個人 二於 テ、殆 ンド攣化 ナ ク又 血漿盟酸

混 合液 ノPHモ 殆 ンド疑化 ナ キコ トヨ リ、血漿

「アルヵ リ、 レザー ブ」モ個 人 一 ヨリ、殆 ンド不

慶 ナルテ認 メ得 タ リ。然 ル ニ肝 油 「トマ ト」汁療

法経過 中雨例共血漿PHハ 憂 化 ナキモ、血漿 酸

中和 能ハ逐次」曾量 シ、1例 ニ ア リテハ、血漿盟酸

混合液 ノPHハ6.74ヨ リ、本 法實施2週 間後

二於 テハ途 二6.91ト ナ リ、他例 二於 テモ、6.75

ヨ リ、6・94ト ナ リ、「アル カ リ
、 レザー プ」ノ著

シク檜加 セル ラ験 知 シタ リ。
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次 二 重 症 肺 結 核 患 者 ニ ア リTモ 、 肝 油 「トマ ト」

汁 療 法 一 ヨ リ、 健 康 艦 二 於 ケ ル ト同 様 ノ影 響 ラ

蒙 ル ラ 知 レ リ。 即 チ第2表 ニ ヨ ル ニ 、 肝 油 「ト

マ ト」汁 療 法 開 始 後 血 漿 「ア ル カ リ、 レ ザ ー ブ 」

ハ漸 次 増 量 セ ラ レ、2週 間 持 続 後 、 一 ツ ハ 血 漿

.」1
/11酸混 合 液 ノPH6.65ヨ リ6.97他 ハ6.66ヨ

リ6.94ト ナ リt敦 レ モ著 シ ク 「ア ル カ ロ ー ゼ」

{則 二 傾 ケ リ。

尿PHハ 健 康 者 ニ ア リ テ モ 、 重 症 肺 結 核 患 者 二

於 テ モ、 凡 ソ 血 漿 「ア ル カ リ、 レザ ー ブ」増 量 ニ

ツ レ テ 「ア ル カ リ」側 二傾 ク テ見 タ リ。
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四 観 察

以上質駒 成績 ヨリ、 肝油 「トマ ト」汁療法経過

中、健 康者 ニ アリテモ、結核患 者 二於 テモ、其

血清酸中和能著 シク上昇 シ、血液 ノ 「アル カロ

ー ゼ」側 二傾 クハ明 カナ リ
。

既 二緒言 二述 ペ タルが如 ク、仲田氏 ハ健康人 二

肝油1日 量45耗 テ 連続掻取 セ シムルニ、 ソノ

蓄積作 用 二基 キ、Hypervitamin(鵬A.D.テ

招来 シ、1週 間以降 二於 テ明 カ ニ「アヂ ドー ゼ」

ノ登現 スル テ認 メ、肝油大量使用 ノ戒 ムベ キラ

主張 シタ リ。 夙 二片瀬教授勤 ・㈹青菊(41(5)大

根 汁、(6}(71茶、 珈珠 、「コ ・ア」等が 食餌性 「アチ

ドー ジス」 ノ登 生 テ抑制 スル ノミナ ラズ、 進 ミ

テ「アルカ ロー ゼ」テ誘 因 セ シムル性能 ヲ存 スル

テ認 メ、其間 「ヴ・タ ミン」Cが 主 ナル 役割 テ演
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ズベキラ提唱 セ ラ レタリ。 從 テ肝 油 「トマ ト」

汁療 法縄 過中、比較的容 易二「アル カローゼ」一

傾 ク ノ事實 ハ、肝油 中 ノ「ヴ1タ こンJA及Drト

マ ト」汁 中 ノ「ヴィタ ミン」BC等 ノ相互作用 一 ヨ

リテ設明 スル テ得 ベ ク、必 ズ シモ先人 ノ諸成績

ト矛盾 スルモ ノニ非 ラズ、結核患者殊 二肺結核

患者 ハ 其 ノ症状檜 悪 スル ニ從 ヒ、血液 「アルカ

リ、 レザー ブ」減 少 シ、 「アチ ドーゼ」二傾 クへ

既 二(8}Hachen,{9)Sweany等 ノ報 告 アリ。叉第

12同 結核病學會 二於 テ、(11)今村 教授拉 二(12鵬沼

教撞 ノ宿題報 告中 ニモ述 ベ ラレタル所 ニ シテ、

本實験 ノ患者例 ニ アリテモ亦健康者 二比 シ、血

液 「アル カ リ、レザー ブJハ 梢 ζ減 少 セル傾 ア リ。

(18》Schade,(14)片瀬 教授、及as)竹林 氏等 ハ 結核治

療 上血液 「アル カロー ゼ」テ起 ス如 キ療法 ノ考慮

人ベキ テ暗示 シタ リ。肝油 「トマ ト」剥療 法 ハ血

液 「アル カ リ、 レザー プ」ガ増大 スル貼 ヨ リ観 ル

モ、肺結核患者治療 」=一考 セ ラルベ キ療法 ナ リ,

ト信 ズ。

五 摘 要

1.肝 油 「トマ ト」汁療法経過 中、血液 「アルカ

リ、 レザー ブ」ハ比較 的容 易二檜大 ス。

稿 テ終ルニ臨 ミ、今村教授 ノ御指導、御校閲テ

深謝ス。
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